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多置換デカリン骨格は forskolin や compactin などの生物活性物質に含まれており、その骨格を簡便に不斉
構築する手法は、創薬研究において非常に有用である。今回著者らは、ケトン 1 から容易に導かれる安定な
第 3 級アルコール(・ )-2 を原料にして、複数の反応を同一系内で連続的に行い、多置換デカリン骨格を一挙に
不斉合成する方法論の開発を目指した。すなわち、①オキソバナジウム触媒によって 2 の水酸基の 1,3-転位
を起こして(・ )-4 へ導き、続く②リパーゼによる速度論的光学分割と③オキソバナジウム触媒による 4 のラセ
ミ化を組み合わせる動的速度論的光学分割 (DKR)1 で光学活性な 5 を調製し、そのまま④Diels-Alder 反応を




5 連続不斉中心を有するデカリン骨格を与える one-pot 合成法を開発した。 
 
References : 1) Sugiyama, K.; Kawanishi. S.; Oki, Y.; Kamiya, M.; Hanada, R.; Egi, M.; Akai, S. Bioorg. Med. 
Chem. 2018, 26, 1378-1386. 2) (a) Egi, M.; Sugiyama, K.; Saneto, M.; Hanada, R.; Kato, K.; Akai, S. Angew. 
Chem., int. Ed. 2013, 52, 3654-3658. (b) Sugiyama, K.; Oki, Y.; Kawanishi, S.; Kato, K.; Ikawa, T.; Egi, M.; Akai, 





 提出された論文は、令和 3 年 1 月 18 日に主査・副査から申請者への質疑応答を経て改訂箇所が指摘さ
れ、改訂論文の提出をもって再審査することとなった。改訂論文（令和 3 年 1 月 27 日提出）を基に再審査
を行い、最終の改訂論文（平成 29 年 2 月 8 日提出）を基に主査・副査によるメール会議を行った。 
当該論文は、動的速度論的光学分割を利用した多環式活性物質の重要中間体の短工程合成法の開発を行っ
たものであり、質、量ともに十分な研究成果を本人によって得ているものと確認された。また、申請者の論
理的思考に基づく計画性と実行能力、並びに独自の創意工夫を感じさせるものである。研究成果は十分な新
規性、進歩性が認められ、当該研究領域のさらなる進展に貢献するものと考えられ、学術的に非常に意義深
いものである。審査会において十分な議論がなされ、それらを反映した本博士論文は、数度の改訂を経て総
合的に博士論文の水準に達しているものと判断された。 
以上より，博士論文としての質、量が担保されているものと判断し、評価基準を満足することから、本研
究科の博士学位論文としてふさわしいものと判断した。 
